
柏
木
ご
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絆
難
）
が
歌
人
論

罰

喬

（

一
会

巽

営

琵

松
阪
市
殿
町
出
身
の
フ
ラ

ー８
８
１
～
１
９
５
６
年
）
と

ン
ス
文
学
者
・
柏
木
隆
雄
ざ
　
吉
野
秀
雄
（
0
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6
7年
）
と

ん

（
7
8）
目
兵
唐

茜

宮
市

い
う
師
弟
の
歌
人
を
、
ｔ
Ξ

在
住
日
が
９
日
午
後
２
時
か
　
の
古
寺
・
甫

忿

洙

ん
だ
歌

ら
、
津
市
の
県
生
涯
学
習
セ
　
を
中
心
に
対
比
し
た
。

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
第
2
2回
　
　

会
津
は
歌
人
で

美
術
史

吝

蕩

演
会
（
三
魯

拭

協

饗

轡
家
。
萎

瑕

師
時
代

逼

な
ど
主
催
）
で
「
会
津（

・
の
0
9（
明
治
磐

年
、
2
8歳

講演の後で参加者の
質問に答える柏木さ
ん＝津市の県生涯学
習センターで

か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　

一
再
発
見
す
る
。
『
南
京
新
唱
』

吉
野
は
歌
人
で
轡
家
。
今

は
笹

萱
？

和
辻
哲
郎
（
１

即
よ
り
翌

磐

い
。
2
5（
同

1
4）
年
、
「
南
京
新
唱
に
を

読
ん
で
感
激
し
、
会
津
に
手

８
８
９
～
１
９
６
０
年
）
が

奈
良
の
古
寺
・
古
仏
の
美
を

説
い
た
「
古
寺
巡
礼
」
に
５

紙
で
質
問
、
会
津
も
返
事
を

竃

遅
れ
こ
そ
し
た
も
の
の
、
一

出
し
、
や
が
て
師
弟
と
な
る
。

柏
木
さ
ん
は
法
隆
寺
の
百
済

一
と
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よ

霧

の
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て
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治
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な

っ
て

廃

観
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歌

っ
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い
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ゑ

み

寺
・
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仏
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ど

ぅ

詠

ん

だ

か

」
　
歌

を

詠

み

、
2
4

（
大

正
1
3

）
‐‐‐

仏

毀
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（
き

し

ゃ
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で

荒

そ

／

う
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と
題
し
て
話
し

た
。
協
会
員

・

や
一
般
市
民
ら
約
3
0人
が
聴

講
し
た

。

柏
木
さ
ん
は
大
阪
大
学
名

誉
教
授
で
大
手
前
大
学
名
誉

一

教
授
（
前
学
長
）・

現
在
は

。

同
大
学
大
学
院
比
較
文
化
竺

究
科
で

客
員
教

授
を
務
め

る
。
日
本
文
学
に

も
関
心
が

深
く
、
今
回
は
会
津
八

】
Ｔ

年
に
第
１
歌
集
「
南
京
新
唱
」

を
出
版
し
た
が
全
く
売
れ
な

廃
。
そ
ん
な
時
代
に
会
津
は

初
め
エ

食

を
訪
れ
、
美
を

引
き
、
「
百

済
観
音
の
魅
力

一
を
一
言
で
言
い
尽
く
し
て
い

る
」
と
称
賛
す
る
。

会
津
は
薬
師
寺
の
塔
を

子

い
ゑ
ん
の
／
あ
ま
つ
お

玉

め
が
／
こ
ろ
も
で
の
／
ひ

ま
に
も
す
め
る
／

あ
き
の
そ

ら
か
な
」と
詠
ん
だ
。
一
哉

一
曇

は
「
軒
の
三
重
（
み
え
）

／
裳
階
（
も
こ
し
）
の
三
璽

の
／
六
重
の
段
（
き
だ
）
／

見
つ
つ
に
剱

か
ね
／
薬
師
寺

の
塔
」
。
柏
木
さ
ん
は
会
津

の
歌
に
「
軽
や
か
に
見
え
て

請

な
古
典
的
な
世
暑

を

見
ぶ

辱

の
歌
を
「
新
し
い

近
代

的
な
見
方
が
あ
っ
て
、

自
分
を
主
張
す
る
歌
」
戸
指

り
た
た
す
／
く
だ
ら
ぼ
と
け

扁

す
る
。
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い
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）
な
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と
、
吉
野
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4
9歳
で
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と

赴
ぐ
妻
と
の
壮
絶
な
愛
の
歌

に
も
触
れ
、
回

人
の
歌
人

の
そ
れ
ぞ
れ
が
最
愛
の
大
の

死
を
送
る
鍼
歌
の
、
何
と
異

な
っ
て
い
て
、
し
か
も
そ
れ

ぞ
れ
共
通
し
て
、
何
と
深
い

愛
認

否

詠
ま
れ
て
い
否

」

と
か
。
２
人
の
相
異
な
る
歌

の
姿
の
中
に
、
２
人
が
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求

し
て
き
た
晋
遍
の
芸
術
の
神

髄
と
い
う
も
の
が
お
の
ず
か

ら
見
え
て
く
る
よ

う
に
思

石

」
と
締
め
く
く
っ
た
。
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